
PDF issue: 2024-07-27

錯綜するプロットの謎：フェミニズム批評か
ら読む Lady Audley's Secret

松村, 豊子

(出版者 / Publisher)
法政大学教養部

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政大学教養部紀要. 外国語学・外国文学編 / 法政大学教養部紀要. 外国語学・
外国文学編

(巻 / Volume)
92

(開始ページ / Start Page)
83

(終了ページ / End Page)
101

(発行年 / Year)
1995-02

(URL)
https://doi.org/10.15002/00004591



8３ 

錯綜するプロットの謎：フェミニズム批評から

読むＬａｄｌｙＡｕｄＺａｙｊｓＳｂｃＭ

松村 豊 子

1．何故フェミニズム批評か

ＬａｄｙＡ[LdJey，ｓ８℃cretは1862年に出版されたMaryEIizabethBraddon

の代表作で,1860年代に爆発的人気を誇ったTheSensationNovel，の－．つ

である｡(1)KathleenTillotsonは‘TheSensationNovel，を“thenovel-

with-a-secret”と定義し，本作品及びこれと同時期に出版されたWilkie

CollinsのＺ７ｉｅＷｏｍａ几ｉ几Ｗ/tite（1859-60)，DickensのＧＦｅａｔＥ]Gpectα‐
tio〃ｓ（1860-61)，MrsllenryWoodのＥｔＬｓｔＬｙｍＢ（1860-61）の四作品を

このジャンルの典型とみなしている｡(2)大衆の人気を呼んだ理由の一つは，こ

れらの作品の題材が当時新聞雑誌で‘policereport,‘courtreport,として
日々報道された，‘respcctability，の堅固な砦と誰もが信じて疑うことのな

かった中産階級の醜聞事件一例えば，1857年のTheMatrimonialCauses

Actsの制定以来，離婚裁判は急増し，しかもその報告は庶民の関心の的とな

る－と重複したことである｡(3)しかし，文学批評の対象としては，この題材
は破廉恥で煽情的すぎると考えられ,側)長年Dickens文学の亜流すなわち推

理小説として言及される以外，軽蔑すべき‘sub-culture，あるいは家庭内犯
罪小説群として忘れ去られていた。TheSensationNovel，研究のパイオニア
であるＷＣ、PhillipsのDic虎ens,Ｒｅａｄα"dCbJZi几ＳＰＳｾnsaZZo〃jVOueZists

(1919）はこのあたりの批評事情を端的に物語っている｡(5)従って，ポスト構
造主義がフェミニズム批評の正当性を裏付け，‘ThoSensationNovel，が

`dissidentwomanhood，をテーマにしたジャンルと再定義されるまで，

LadyALLdJGyjsSecretはしばしばTheSensationNovel,の原型とされな

がら，作者Braddonの名前が彼女の文学上の‘mentor，，BulwerLytton
(Dickens-派の一人）との関係で言及されるにとどまり，作品自体の文学的
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価値について論じられることはなかった｡（６）

ところでＬａｄｙＡ[LdZay，ｓＳどCretの再評Ⅲi(7)のきっかけを作ったのは，

ヴィクトリア朝女性研究の第一人者ElaineShowalterである。Showalter

は“FamilySecretsandDomesticSubversion：RebellionintheNovels

ofthel860s”（1978）で，TheSensationNovel，の人気を文学現象と同時

に社会現象としてとらえている。

[The］vogueofsensationalisminthel860sisclearlyasociological 

aswellasaliteraryphenomenon.…[1t］ｉｓａｍｏｄｅｗｈｉｃｈｉｓｒｅｓｐｏｎ‐ 

sivetoanewsituation，ｔｈｅｏｔｈｅｒｓｉｄｅｏｆｔｈｅｔｅｎｓｉｏｎｓｗｈｉｃｈgivethe 

decadeitsreputationforpruderyandPodsnappery.(8) 

Showalterがここで言う￣新たな状況-,を補足説明すると，女性たちがよき

母，妻，娘といった父権中心の役割に不満を唱え，自ら創造できる世界をたと

え実現不可能ではあっても希求し始め，このことが作者及び読者双方の暗黙の

了解事項になったことである。LadyAudJey'ｓＳｃｃ花tはこの典型的な例とし

て紹介されている。LadyAudleyは父親のアルコール好き，母親の精神病，

夫の蒸発，そして，幼い息子の存在を隠し，天涯孤独の家庭教師になりすま

し，４０歳も年が離れた大金持ちの男爵SirAudleyの後妻の座に迎えられた

｢幸運」な女性である。しかし，結婚後は蒸発していた夫が突如彼女の眼前に

出現し，死亡届けの偽造はおろか放火，殺人未遂まで犯し，過去を葬り去ろう

とする。外見上は．aperfectlady，の体裁を保ちながら，現実の貧困及び家

庭崩壊をなんとか隠蔽しようと奔走する彼女はまさにTheOtherVictorian’

である。ShowalterはLadyAudleyの性格づけを“adeterminedand

resourcefulwomanｗｉｔｈｍａｎｙｓｅｃｒｅｔｓｗｈｏｓｅｔｏｕｔｔｏｌｉｂｅrateherself 

fromeconomicandemotionalbondage，，(9)と分析しているが，家族との経

済的感｜情的絆を極秘の内に断ち，新たな家族関係を模索した点，彼女は‘The

ScnsationNovel,のヒロインの模範である。ＡＬｉｔｅ７ａｔｕｒｅｑ/ＴｿDeirOUﾉ几

(1977）及びＴ７ｔｅＦｅｍａＪｅＭａｌａｄＩｙ（1985）でも，ShowalterはLady

Audleyの数々の一見奇』怪な言動がいかに当時家庭内に幽閉状態にあった淑女

全般に当てはまるか詳細に実証している。

LqdyAILdJey'ｓ艶c7etの批評史に話を戻すと，作品論はShowalterの手
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法に従いLadyAudleyの秘密の社会性に焦点を当てるか，あるいは素人探偵

RobertAudleyをそれに緒ませ推理小説として論じるかに二分している懸念

がある｡('0)後者の場合，RobertAudleyの探偵としての未熟さが指摘される

ばかりで，その要因である彼とLadyAudleyの複雑な人間関係は無視されて

いる。つまり，彼は彼女の秘密を暴く探偵の役を担いつつ，実質的には彼女の

二人の夫，SirAudleyとGeorgeTalboysにそれぞれ信頼される甥（Sir

Audleyに息子がなく，RobertAudleyが孤児であることから，二人の関係

は父子のそれであり，またRobertAudleyは次期爵位継承者）であり，親友

(彼はGeorgeTalboysとLadvAudleyことllelenTalboysとの間に生

まれた少年の後見人）であり，彼女に対しては常に彼らの抑圧された心理状

態を代弁する役割をも担っているのである。本稿ではLadyAudley，Sir
Audlcy，RobertAudleyの三人の人間関係に焦点を当て，これを「沈黙す

る母一を媒介にした対立する父と息子という伝統的なプロットの一つのバリエ

イションととらえ，￣沈黙する母」に権力志向が強いLadyAudleyを設定す

ることで，Braddonが従来の家族関係をどのように読み直したのか考えてみ

たい。

Narrativeis，ｉｎｓｕｍ，themostelaboratekindofattempt，onthepart 

ofthespeakingsubject,aftersyntacticcompetence,ｔｏｓｉｔｕａｔｅｈｉｓｏｒ 

ｈｅｒｓｅｌｆａｍｏｎｇｈｉｓｏrhcrdesireandtheirtaboos，thatisatthe 

interioroftheoedipaltriangle.(１１） 

JuliaKristevaはこのように「語り＿とエーディプス的三人関係について述

べているが，本作品でも三人の関係はタブー視された‘theoedipaltriangle，
に基づいている。

仲睦まじい父母，互いに信頼の厚い父子。この絵にかいたような家族は，母

と子の疑似近親相関が原因で結局は離散する。LadyAudley，SirAudley，

RobertAudleyの.三者にとってAudleyCourtは富と平和を象徴する楽園

だったが，ＬａｄｙＡｕｄｙの重婚とそれを隠蔽しようとして犯した数々の罪が

SirAudleyに知らされると，彼はAudleyCourtを閉鎖。LadyAudleyは
ベルギーの精神病院に隔離，SirAudleyは実娘AIiciaの元へ転居，Robcrt

AudleyはGeorgeTalboysの妹Claraと結婚し，別の地に新たな楽園‘ａ

Hosei University Repository



8６ 

fairycottage，を構える。父から息子への世代交代とその危険な媒介となる

母のモチーフは，本作品に限らずヴィクトリア朝の自伝的小説に度々見られ

る。ThackerayのＨｂｍｌｙＥｓｍｏ几．（1853）はこの種の小説では卓越してい

るのだが，本作品のユニークな点は従来「沈黙する母」として父権の確立を陰

で支えたヒロインが，父権を自己の野心的願望を実現する－つの道具とみな

し，徹頭徹尾愚弄することであろう。以下，LadyAudleyのプロットがどの

ようにSirAudleyを無力化するか，RobertAudleyのプロットが不倫志向

とそれをカモフラージュするChristianDuty，への覚醒に分裂しているこ

と，そして，これらの錯綜するプロットが作者の父権に対する強い不信感に根

ざすことを実証したい。

2．オブジェクト化するLadyAudleyのプロット

６０歳のSirAudleyは23歳のLadyAudleyを溺愛しており，彼女の眼差

し－つで彼女の意向を知り，望みを叶える程である。これは当時話題を呼んだ

DecemberandMayMarriage,の典型だが，この種の結婚において，若

い妻たちがしばしば性的欲求不満に陥ったことは周知のことである。Rhoda

Broughtonの‘TheSensationNovel,ＣｂｍｅｔｈＵｌｐａｓａＦＺｏｕﾉＢｒ（1867）で

は，ヒロインは老いた夫の肉体及び精神に対する嫌悪感を赤裸々に語り，それ

を克服した自分を自画自賛するというおまけまで付いている。LadyAudley

が実際SirAudleyの肉体を一体どのように感じていたかは一切言及がなく憶

測するしかないが，SirAudleyが彼女の美しさに魅了され，彼女を神格化

し，彼女の言葉を‘Gospel,として聞く程度に彼の愛情に報いていたのは確

かである。しかし，一介の貧しい家庭教師だったLucyGrahamとの再婚を

SirAudleyに決意させ，結婚後も盲愛し続けさせたのは，彼女の肉体的魅力

もさることながら，当時理想的な女性とされ，神話化さえしていた‘Child-

Woman,の特質を彼女が完壁にマスターしていたことである。

LadyAudleyの体型は“slimandfragir，青い瞳は“softandmelting"，

唇は“rosy"，鼻は“delicate"，首は“slenderW伏目がちの頭から首にかけ

ての曲線は“gracefur，髪は豊かな金髪で，常にカールし，背後に日が射す

と“palehalo”ができるほど魅力的である。勿論，手は“tiny”で“pretty

white”である。これらはすべて生得的要素が強いが，彼女は女学校時代から
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｢美人年鑑』，イギリス及びフランスの文学作品を読み，男性の注目を集める女
性のマナーを研究し，その習得に励んでいる。努力の結果，顔の表`情には現実
の不幸とは程遠い子供のような“innocenceandcandor”が漂い，気分は常
に“light-hearted，happyⅢandcontented”（ｐ５)。趣味も子供っぽく，読
書や学問研究よりは社交好きを装い，せいぜい１７歳にしか見えない。富と権
力の象徴であるSirAudleyに対しては特に注意を払い，月面のごとく
`Child-Woman,としてのみ振る舞い，これに気持ちが合わない時には薄暗

い物陰に位置し，彼に表情を読まれないようにしている。つまり，Lady

Audleyは魅惑的な女性のマナーを完全に模倣し，SirAudleyのような男性
の前では“themostbeautifulobject”になりきっているわけである。

Everyevidenceofwomanlyrefmementwasvisibleintheelegant 
chamber、Ｍｙｌａｄｙ'ｓｐｉａｎｏｗａｓｏｐｅｎ，coveredwithscatteredsheets
ofmusicandexquisitely-boundcollectionsofscenasandfantasia 
whichnomasterneedhavedisdainedtostudy、Ｍｙｌａｄｙ，seasel

stoodnearthewindow，ｂｅａｒｉｎｇｗｉｔｎｅｓｓｔｏｍｙｌady，sartistictalent， 

intheshapeofawater-colouredsketchoftheCourtandgardens， 

Ｍｙｌａｄｙ,sfairy-likeembroideriesoflaceaｎｄｍｕｓｌｉｎ，rainbow-hued 
silks，anddelicately-tintedwoolslitteredtheluxuriousapartment； 

whilethelooking-glasses，cunninglyplacedatanglesandopposite 

cornersbyanartisticupholsterer，ｍｕｌｔｉｐｌｉｅｄｍｙｌａｄｙ,ｓｉｍａｇｅ，and 
inthatimagereflectedthemostbeautifulobjectintheenchanted 
chamber.（p､294） 

｢白雪姫』の魔女は一枚の鏡に向かったが，LadyAudleyは私室の隅々にま
で鏡を据え，あらゆる角度からあらゆる姿の自画像を入念にチェックし，‘a

perfcctlady，の名声を欲しいままにできたのである。美しさを表現しようと
マニュアルを読み漁り，鏡の前で‘anacteress，さながら演技練習を欠かさ

なかったにもかかわらず，読書嫌いの呑気さを装わなければならないとは，皮

肉な話である。しかし，‘Child-Woman’としての魅力が自然なものである
と同時に，極めて人為的なものであることは，彼女が優れた．plotter，であ
ることと無関係ではない。
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女性，特に男性に経済的依存をする女性が，鏡に映る自己の姿を基盤に自己
形成してきたこと，また，その文学的影響については既にｍｈｅＡｍｄＵﾉ０ｍα〃
。〃tｈｅＡｔｔｊｃ（1979）でSandraGilbertとSusanGubarが明らかにしてい
る。しかし，他者である男性の嗜好に合わせて形成された自己とは，Gilbert

とGubarが主張するように「空白」「自己不在」と消極的な意味づけで終わ
らせていいのだろうか｡(１２)完全な模倣という行為を命令する，鏡に直接映ら
ない自己は，模倣が完全であればある程抑圧され，鏡像に陶酔し内的空白に陥
るどころか，それに新たな意義付けをするのである｡('3)LadyAudleyは決し
て自らの鏡像に陶酔していない。彼女は自らの鏡像が男性特にSirAudleyに
及ぼす効果を狙う仕掛け人に徹している。逆に彼女の鏡像に陶酔するあまり内
的空白に陥っているのは，彼女にこのような鏡像を強いたSirAudleyであ
る。彼女は彼が溺愛するオブジェクトになることによって，彼の霊（実質的に
は仕掛人）となり，彼の権力を掌中におさめるのに成功したのである。実際，
彼女は巧みに彼にAliciaの欠点を吹き込み，父と娘の仲を疎遠にする一方，
RobertAudloy（28歳）と彼女の年齢が近いことから，彼のAudleyCourt
滞在はスキャンダルの種となりやすい等もっともらしい理由をSirAudleyに
吹き込み，叔父と甥の仲をも冷やしている。

ところで，LadyAudleyの実父がSirAudleyと同じくらい金持ちで権
力があれば，彼女が罪を犯すことはなかったのであろうが，彼女の実父
OaptainMaldonはアルコール浸りの貧しい退役海軍士官だった。そのせい

か，母親は彼女を出産直後に‘puerperaldisease，を患い，精神に異常をき
たし，娘が娘と認識できないまま療養所で死亡。幼い時は乳母の元に預けら
れ，その後は大半女学校で寄宿生活を送ったが，彼女は女学校卒業と同時に
１７歳で，父親が金目当てで見つけた海軍士官GeorgeTalboysと結婚。しか
し，この結婚は夫に経済力と分別がなかったため－年余りしか続かず，長男誕
生数日後に夫の蒸発をもって終わる。無一文に近い状態で，乳飲み子と放蕩癖
のある父を抱え，彼女はピアノのレッスン等で数カ月間家計を支えたが，ある
夜，父親が生活費を持ち出し酒代に当てたことをきっかけに，ついに父と息子
を捨て，単身ロンドンへ出奔。HelenTalboysは一夜にして消え，天涯孤独
の家庭教師LucyGrahamが誕生したのである。“[She］couldendure
nothing;、eitherherselfnorhersurroundin9s.”（p,306）彼女が淑女のマ
ニュアルー視覚的美しさが財力地位共に最高の男性との結婚を可能にする
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－を信じ込んでいたため，また，我身の美しさを自認していたため，‘a
desertedwife，の貧困と屈辱は一層耐えがたかったのだ。親子程年の離れた
SirAudlevとの結婚は，‘anexploiteddaughter,‘adesertedwife，とい

う現実から逃避した彼女の白昼夢の実現でもあったわけだ。彼女は重婚そして
その後の隠蔽工作という淑女にあるまじき行為に走った動機を，母親から過伝
した「狂気」で片づけているが，離婚が事実上不可能だった状況において，こ
れは個人の幸福と利益を主張する極自然なサヴァイバル行為ではないだろうか。
MarianneHirschはFreudの“FamilyRomance,，を読み直し，‘Family

Romance，が基本的には現実の家族関係から解放された個人の願望実現の神

話だと述べているが,(１$)LucyGrahamはIIolenMaldonTalboysのまさに

‘ＦａｍｉｌｙRomance’だったと言えよう。
ここで当時の結婚成立事情について簡単に説明すると，驚くべきことに，重

婚は宗教的道徳的には立派な罪だったが，法律上処罰の拘束力はなかった。婚
姻成立事`情がイングランド，スコットランド，アイルランド及び植民地各地で
異なっていたため，重婚をめぐる裁判が当時多発していた。1857年の‘The
CaseofYelverton’はこの混乱を物語る有名な例である｡('5)1865年には‘A

RoyalCommission,が設立され，各地の婚姻成立事M情是正に乗り出したが，
実質的効果は今世紀に入るまで望めなかった｡(16)1867年の委員会報告による
と，大半の重婚者はLadyAudleyの本人死亡の偽装とは逆に，配偶者の自殺
あるいは事故死届けを偽造していたそうだ｡('7)彼女の重婚はこの奇怪な時事事
情を反映した点でもセンセイショナルだったわけだが，彼女の罪が法的処罰を
免れた，異国の精神病院に軟禁という形をとるのも根拠のない話ではなかった
のである。ちなみにWilkieCollinsの1860年代の作品はこのあたりの婚姻成

立事情の混乱をベースにしている。

第三巻第三章“MyLadyTellstheTruth，’は本作品のクライマックスだ
が，ここでLadyAudleyは過去の秘密を告白する。彼女の告白で注目すべき
ことは，彼女が犯罪者としてではなく，経済力を持つべき父親あるいは夫に疎

外，虐待された淑女がしばしば自己防衛の一手段として変身した「狂女」とし
て自己分析していることである。“IAMMAD1becausemyintellectisa

lｉｔｔｌｃｗａｙｕｐｏｎｔｈｅｗｒｏｎｇｓｉｄｅｏｆｔｈａｔnarrowboundary-linebctween 
sanityandinsanity.”（，346）そして，詫びれることなく，彼女はこの狂
気が祖母から母，母:から娘へ受け継がれた唯一の遺産だと堂々と釈明する。
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respectability，の尺度では淑女の処女性と無垢は絶対視されていたので，

淑女の犯罪は性的欲求と同じく不可能と思われていた｡('8)そこで彼女はこの社
会通念を逆手に取って，自己弁護できたのである｡('9)しかし，Showalterの

指摘どおり，彼女の本当の秘密は彼女が正気だったことである｡(20)彼女が主張
し，一般に信じられていた．puerperaldisease’による精神障害で彼女の行
為の説明を済ますには，一連の犯罪の形で表面化する彼女の抑圧された自己は
あまりに強烈すぎる。

では何故作者はLadyAudleyに「狂女」の自己弁護を許したのか。その理
由は，視覚的には完壁な淑女であり，その悪行も淑女にならんがためであった
LadyAudleyに「狂女」以外のプロットを準備することができなかったため

であろう。PeterBrooksは１９世紀小説のプロットの主要な動機付けは
`desire，‘ambition’であると言い，野心満々の動的ヒーローのプロットに
対し，ヒロインのプロットをｊｍＤｅＥｌｙｒｅ（1848）等を例に挙げ，次のように
定義している。

Thefemaleplotisnotunrelated，butittakesamorecomplexstance 
towardambition，ｔｈｅｆｏｒｍａｔｉｏｎｏｆａｎｉｎｎｅｒｄｒｉｖｅｔｏｗａrdtheasser‐ 

tionofselfhoodinresistancetotheovertandviolatingmaleplotsof 
ambition1acounter-dynamicwhich，fromtheprototypeα”ｒｉｓｓａ 

ｏｎｔｏｊｔｍｅ酌ｒｅａｎｄＴｂｔﾉjeLight/toⅢs２，isonlysuperficialpassive，
andinfactareinterpretationofthevectorsofplot.(2】）

Brooksの指摘はヒロインが「欲望」「野心」の餌食となりがちな，所謂「家
庭の天使」型であることを想定してのことだが，この場合は確かにヒロインは

一見受動的だが，モラル面では実に支配的で，‘moraldignity，の確立を目
指している。クライマックスでは罪深いヒーローに罪の告白を強い，改心さ
えさせることもある程だ。Dickensの「家庭の天使」はこの典型的な例であ

る。完壁な淑女になることを目指し，そのマニュアルに忠実に従ったLady
Audleyが，Brooksが指摘するTemaleplot,を知らないはずはなく，彼女
は淑女にあるまじき自己の行為にどのような内的位置づけをしたらいいのか戸
惑っている。
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Myworstwickednesseshavebeentheresultofwildimpulses，and 

notofdeeply-laidplots・Ｉａｍｎｏｔｌｉｋｅｔｈｅｗｏｍｅｎｌｈａｖｅｒｅａｄｏｆ，ｗｈｏ

ｈａｖｅｌａｉｎｎｉｇｈｔａｆｔｅｒｎｉｇｈｔｉｎｔｈehorribledarkandstillness，plan‐ 

ningouttreacherousdeeds，andarrangingeverycircumstanceofan 

appointedcrime・Iwonderwhethertheysuffered-thosewomen-

whethertheyeversufferedas-.…Ｉｃａｎ，tplothorriblethings． 

…ｍｙｂｒａｉｎｉｓｎ,ｔｓｔｒｏｎｇｅｎｏｕｇｈ，ｏｒＴｍｎｏｔｗｉｃｋｅｄｅｎｏｕｇｈ，orbrave 

enough．（pp,297-8） 

彼女は男性の理想となる「天使」でなければ，その理想を一切裏切る（一般的

には容姿の奇怪さを伴った）「妖怪」かという，文学に描かれてきた女性像

の二項対立を引き合いに出し，既成の判断基準がない故に，自己の‘wild

impulses，を「狂気」という言葉で片づけたのである。しかし，彼女自身の

自己認識が「淑女に犯罪は不可能」という社会通念に歪められ，その輪郭が漠

然としていることは否定できない。

ところで，BraddonはLadyAudleyをヒロインにするに際し，￣天使」

｢妖怪」￣狂女」の三者択一の常套手段を巧妙に読替え，「天使」のプロットを

`moraldignity，ではなく‘ambition,で動機付け，「天使」のプロットの

虚構性を暴露すると同時にそれを強要し崇拝する男性側の愚かな傲慢さをも識

刺している。LadyAudleyが告白する現実に耐えられず，事の処理を

RobertAudleyに一任するSirAudley。彼女の存在そのものを「狂気」とし

て，暗黙の内に葬り去ろうとするRobertAudley。彼らの狼狽と混乱は「天

使」のプロットの神話性を如実に表しているのではないだろうか。Marianne

HirschはBrooksのTemaleplot’論を不服とし，‘femaleplot’におけ

る権力志向（女性の場合には性的欲望の影は薄い）の重要性を力説している。

Herplots，ｉｆｔｈｅｙａｒｅｔｏｈａｖｅａｎｙｉｍｐｏｒｔ，ｍｕｓｔ，ｌｉｋｅｔｈｅｂｏｙ'ｓ， 

revｏｌｖｅａｒｏｕｎｄｔｈｅｍａｌｅｓｉｎｔｈｅｆａｍｉｌｙｗｈｏｈｏｌｄｔｈｅｋｅｙｓｔｏｐｏｗｅｒ 

ａｎｄａｍｂｉｔｉｏｎ.(22） 

LadyAudleyのプロットは，彼女が終始淑女であり続けること，また彼女の

犯罪が「狂女」のそれで片づけられることからBrooksの言うTemaleplot,
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一狂気が母から娘への遺伝ということで，この点は一層強調される－の様

相を一応呈しているが，実質的にはHirschの主張どおり‘maleplot,と同
質の起動力を供え，効果を挙げている。

３．拡散するRobertAudleyのプロット

RobertAudleyはロンドンのＴｅｍｐｌｅに部屋を借りる法廷弁護士だが仕事

をしたことはなく，不道徳とされたフランス小説を愛読し，年給400ポンドで

怠惰な生活をする優柔不断なイギリス紳士らしくない紳士である。叔母の

LadyAudleyに恋をしているかと思うと，GcorgeTalboysの失畭を執勘に

追求した結果，彼女がGeorgeを殺害したと思い込み，モノマニアになった

のではないかと自己懐疑に陥った末，突如Georgeの妹Claraに‘moral

dignity，を求め，最終的にはClaraと結婚する。つまり，彼はLadyAudley
の魅力とエネルギーを素直に反映する人物として設定されていて，彼の拡散す

るプロットは“areinterpretationof［LadyAudloy's］ｐlot”になっている。

勿論，二人の関係の基盤は彼の彼女に対する恋愛感情にあり，これはGeorge
の失除を境に複雑な方法で表現される。

LadyAudleyが“themostbeautifulobject'’として若い男性の崇拝者が

多いこと，また，これをSirAudleyが嫉妬するのではなく，彼女の価値が社

会的に容認されたことと解釈するので，RobertAudleyの一目惚れに特別問

題はない。彼はLadyAudleyがGeorgeTalboysの死亡したはずの妻Helen

Talboysとは知らず，初めて彼女を垣間見た時から恋に落ちたことをGeorge
Talboysに語っている。

But,ｆｏｒｏｎｃｅｉｎｈｉｓｌｉｆｅ，Robertwasalmostenthusiastic． 

“She'stheprettiestlittlecreaturoyouｅｖｏｒｓａｗｉｎｙｏｕｒｌｉｆｅ， 

George,”ｈｅｃｒｉｅｄ，whenthecarriagohaddrivenoffandhereturned 

tohisfriend．“Suchblueeyes，suchringlets，sucharavishingsmile， 

suchafairy-likebonnct-aUofatreｍｂｌｅｗｉｔhhearteaseanddewy 

spangles，ｓｈｉｎｉｎｇｏｕｔｏｆａｃｌｏｕｄｏｆｇａｕｓｅ・GoorgeTalboys，Ifeellike

theheroofaFrenchnovel，Ｉａｍｆａｌｌｉｎｇｉｎｌｏｖｅｗｉｔｈｍｙａｕｎｔ.” 
(p,56） 
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RobGrtAudleyは手放しでLadyAudleyの美しさの虜になったことを表

[ﾘ]しているが，この幾分興癒しすぎた印象は，GeorgeTalboysがAudley

Courtで姿を消した直後には彼自身にも信じられない真剣な恋愛感情として

認識されている。“Bob-otherwiseRobertAudley，ｔｈｉｓｓｏｒｔｏｆｔｈｉｎｇ

ｗｉｌｌｎｅｖｅｒｄｏ：ｙｏｕａｒｅｆａｌｌｉｎｇｏｖｅｒｈｅａｄａｎｄｅａｒｓｉnlovewithyour 

aunt.”（p､84）彼をGeorgeTalboys失院の謎究明に駆り立てたのは，友人

への忠義心ばかりでなく，明らかに恋する彼女の傍らにいて，彼女のことを知

りたかったからである。

互いに父子の`情愛で結ばれていると公認する叔父と甥が同一の女性を愛する

とは，‘respectability，を誇ったヴィクトリア期小説ではタブーの中のタブー

だったようで，‘respectability,の裏をかいた本作品でもRobertAudleyは

疑似探偵として心ならずもLadyAudleyに自らの不倫志向を打ち消して

いる。

“Youhavenosentimentalnonsense，nosillyinfatuation，borrowcd 

fromBalzac，ｏｒＤｕｍａｓβJs，ｔｏｆｅａｒｆｒｏｍｍｏ、Ｔｈｅｂｅｎｃｈｅｓｏｆｔｈｅ

ｌｎｎｅｒＴｅｍｐｌｅｗｉｌｌｔｏｌｌＶｏｕｔｈａｔＲｏｂｅｒｔＡｕｄｌｅｙｉｓｔｒｏｕｂledwithnone 

oftheepidemicswhoseoutwardsignsareturned-downcollarsand 

Byronicneckties.”（p､139） 

LadyAudleyは淑女として彼の言葉を文字どおり受け取ったのだが，彼の言

動はGeorgeTalboys失畭の謎を究明し，彼女を追放するという大義名分と

は裏腹に彼女への執着心を露にしている。無意識の世界を象徴する夢では，彼

にとって彼女は‘abewitchingsiren’であり，現実には‘achildish，

helpless,babyfiedlittlecroature，（p､138）である。そして，彼女の悪を追

求することで彼の恋心が冷めるように仕組まれる物語の展開でも，秘密の暴露

をめぐる二人の駆け引きが密談の形で行われ，しかも。必要以上にその時間が

長く，話の内容も濃い。二人の密談を頻繁に目にする機会が多かったAlicia

が，二人の関係を「誤解」するのも当然である。‘"Ｈｅｉｓｉｎｌｏｖｅｗｉｔｈｍｙ

ｓｔｅｐ－ｍｏｔｈｅｒ'swax-dollbeauty,，thoughtAlicia，ｑａｎｄｉｔｉｓｆｏｒｈｅｒｓａｋｅ 

ｈｅｈａｓｂｅｃｏｍｅｓuchadisconsolateobject・Ｈｅ,sjustthesortofperson

tofallinlovewithhisaunt.'”（p､263）作者はAliciaの誤解を介して読者

Hosei University Repository



9４ 

に彼の真意を暗示しているのだ。

RobertAudleyの拡散するプロットの基調音にLadyAudleyへの不倫志

向があることを知れば，タブーへの直接的言及を避けたい作者が，彼が彼女へ

の愛を自覚したとたん，ⅢChristianDuty，への覚醒という常套的プロットを

カモフラージュとして導入した理由も自ずと明らかだろう。GeorgeTalboys

は極めて彼に都合よく失除し，彼女を追い回す彼に大義名分を与え，その後，

彼女の秘密を前に追跡を跨踏すると，彼女の意思と権力欲の強さに対抗でき

るClaraTalboysが登場し，彼の「危険」な愛に終止符を打つ。最終的に

`fairycottage,へ行き着くRobertAudleyとClaraTalboysの恋愛関係

に説得力が欠けるのは，それが彼とLadyAudleyとの関係の二番煎じに他な

らないからである。ClaraTalboysは結局彼の叔母に対する思いを軌道修正

する，道徳的存在にすぎない。

MarianneHirschは‘ambition,‘desire，で動機付けられたヒロインの

プロットには，彼女が父権を掌中にしたいことで，必ず近親相姦的人間関係が

付きまとうと言っているが,(23)これをヒロインのプロットに左右されるヒー

ローのプロットに当てはめても何ら支障はないだろう。否，ヒロインの権力志

向が性的欲望を枯渇させる程強い本作品のような場合には，性的錯綜はヒー

ローのプロットにより一層色濃く反映するのではないだろうか。SirAudley

がRobertAudleyとLadyAudleyの「密談」に気付きながら，二人の関係

を爵位継承者と彼の‘dependent,としてしか認識しようとしないのは，彼自

身も甥の若さを自らの老いの隠れ蓑として，無意識のうちであろうが，利用し

ているのである。`theoedipaltriangle，が‘respectability，という道徳観

で歪められていなければ，この「沈黙する父」がどのような反応を示したの

か，又，「息子_|に心の救済を求められたClaraTalboysがどの様な女性に

変貌するのか，興味あるところである。

4．母親の不在

LadyAudley及びRobertAudleyの錯綜するプロットに欠けているのは，

繰り返すまでもなく，‘moraldignity，を確立できる「家庭の天使」即ち家

族の心身の安全と幸福のために彼らを精神的に導き，自己犠牲をも厭わない母

性豊かな母親の存在である。－捜千金を狙い，オーストラリアへ密かに出奔し

Hosei University Repository



9５ 

たGeorgeTalboysが心の支えにしたのは，聖母子像にイコンイヒされた妻

Helenと息子Georgeの姿であった。“[Ａ］girlwhoseheartisastrueas

thelightofheaven"（p,17）ⅢTMy］littlegirlasleep，withherbabyin 

herarms”（pl8）そして，RobertAudleyは病に臥すSirAudleyを熱心

に看病するLadyAudleyを“amediaevalsainto，のイメージでとらえて

いる。

LadyAudley，withherdisorderedhairinapalehazeofyellowgold 

aboutherthoughtfulface，ｔｈｅｆｌｏｗｉｎｇｌｉｎｅｓｏｆｈｅｒｓｏｆｔｍｕｓｌｉｎdress‐ 

ing-gownfallinginstraightfoldsｔｏｈｅｒｆｅｅｔ，ａｎｄｃｌａｓｐｅｄａｔｔｈｅ 

ｗａｉｓｔｂｙａｎａｒｒｏｗｃircletofagatelinks，ｍｉｇｈｔｈａｖｅｓｅｒｖｅｄａｓａ 

ｍｏｄｅｌｆｏｒａｍｅｄiaevalsaint，ｉｎｏｎｅｏｆｔｈetinychapelshiddenaway 

inthenooksandcornersofagreyoldcathedraLunchangedby 

ReformationorCromwelL(ｐ､216） 

GeorgeTalboysとRobertAudleyはLadyAudleyを聖母のイメージでと

らえているが，本作品ではこれが彼らの思い込みにすぎない虚像になってい

る。そして，この作品の一つの特徴はLadyAudleyに限らず女性の登場人物

たち（周辺の人物を含めて）がこぞって理想化された女性像の虚構性を暴き

たてていることである。以下，作品から読み取れる母性不在事情を三点挙げ

たい。

(a）出産に伴う母体の危険

LadyAudleyの母親は‘puerperaldisease，が原因で産後まもなく精神

障害をおこした。ShowalterのＴ１ｈｅＦｅｍａＪｅＭａＪＱｄｙによると，淑女たちは

妻あるいは母親の勤めを怠る口実に，しばしば男性が関与できない出産に関係

する病気を使ったそうだが,(24)医学や衛生学が今日のように進歩しておらず，

出産に関する知識も浅かった（避妊用具は巷で簡単に入手できたのだが）当

時，出産は実際女`性の命がけの仕事の一つだった。妊娠時の病気，分娩中の感

染と内蔵器官の損傷，出産後の病等，エドワード・ショーターの『女の体の

歴史」には詳細に女'性特有の‘puerperaldisease,が説明されている｡(25）

LadyAudleyは出産直後にこの病を危うく免れたと言っているが，この時期
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に夫GeorgeTalboysが分別なく出奔したことが，彼女にとって許し難い行

為だったことは＋分納得できる。Braddon自身はLadyAudley同様心身共

に気丈だったようで，妊娠時も出産後もいつもと変わらぬペースで著作業に励

んだようだが，彼女がこの種の不幸に見舞われた女性に深い同情をよせたとし

ても不思議ではない。

(b）育児の経済的負担

中産階級では子供が生まれると乳母を，少し成長すると家庭教師を雇い養育

及び教育を任せるのがステイタス・シンボルだったが，この費用がない場合は

どうか。夫に去られたHelGnTalboysは子供を他人に預け，自らその費用を

捻出するために家庭教師としてピアノのレッスンをした。しかし，経済状態が

これより悪化し，子供を孤児院，親類宅，路上に置き去りにするか，あるいは

売るより他なかった母親も少なからずいたのである。当時生き別れ，死別を問

わず，孤児となった子供たちが多数カナダ等の植民地へ労働力として売られた

ことは周知のことである｡(26)LadyAudleyが死亡偽造報告をする際，彼女の

身代わりとして埋葬された娘は，実母に埋葬料節約のために売られたのであ

る。生活に困ったHelenTalboysが息子を捨てたのは例外的なことではな

かったのだ。彼女が主張するように，完壁な淑女即ち“themostbeautiful

object”であるためには経済的支援が必要だったのだ。賢明なClaraTalboys

が淑女の道を踏み誤らないために，怠惰なRobertAudleyが正業に励み，新
居を購入するまで結婚しないのも当然であろう。

に）母親の代行をする娘の神話

Dickensの小説では母親のいない娘はほぼ例外なく自主的に母親の代行を

立派にこなしている。しかし，ここに登場する娘たちはこれが神話にすぎな

いことを立証している。HelenMaldonは母親が隔離された狂女だと知る

と，母親の代行ではなく，母親とは違う生き方を求め，結婚に夢をかけたが，

AliciaAudleyとClaraTalboysもまた亡き母親の代行をするには不向きな

性向を呈している。

MissAliciahadreignedsupremeinherfather,shousesmceher 

earliestchildhood,andhadcarriedthekeys,andjingledtheminthe 
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pocketsofhersilkaprons，andlostthemintheshrubbery，and 

droppedthemintothepond，ａｎｄｇｉｖｅｎａｌｌｔｈｅｍａｎｎｅｒｏｆｔｒｏｕｂｌｅ 

ａｂｏｕｔｔｈｅｍｆｒｏｍｔｈｅｈｏｕｒｉｎｗｈｉｃｈｓｈｅｅnteredherteens，andhad 

onthataccountdeludedherselfintothesincerebeliefthatthewhole 

ofthatperiodshehadbeenkeepinghouse.（ｐ４） 

AliciaAudleyはAgnesWakefieldあるいはEstherSummersonよろしく

母親代わりを努めるが，実務能力が欠落していたため，彼女の自己満足で終

わっている。娘が母親代わりを努めることは，所詮，子供の遊びの一つだとい

うのが作者のメッセージだろうか。また，HelenMaldonTalboysほど過激

ではないが，ClaraTalboysは娘の独立心を明確に表明している。Talboys

兄妹の父親は‘respectability，の規範を遵守し，無一文の娘と結婚した息子

を絶縁し，彼の失除にも無関心な態度を崩さない。この四角四面の父親に代わ

り，失除した兄の謎解明に際し，母権でなく父権の代行を試みるのがClara

Talboysである。父親の傍らでは顔の表情一つ変えないオブジェクトである

ことに徹しているが，彼の支配が及ばない所では，彼女の言動は優柔不断な

RobertAudleyとは対照的に旺鑑な自立の精神と情熱，そして，権力志向を

表している。

"Ｉｄｏａｓｋｙｏｕｌａｓｋｙｏｕｔｏａｖｅｎｇｏｍｙｂｒｏｔher'ｓｕｎｔｉｍｅｌｙｄｅａｔｈ， 

Ｗｉｌｌｙｏｕｄｏｓｏ？ＹｅｓｏｒＮｏ?'， 

"WhatifIanswerno?，， 

"Ｔｈｅｎｌｗｉｌｌｄｏｉｔｍｙｓｅｌｆ･･･…Ｉｍｙｓｅｌｆｗｉｌｌｆｏｌｌｏｗｕｐｔｈｅｃｌｕｅｔｏｔhis 

mystery；Ｉｗｉｌｌｆｉｎｄｔｈｉｓｗｏｍａｎ－ｙｅｓ，thouｇｈｙｏｕｒｅｆｕｓｅｔｏｔｅｌｌｍｅ 

ｉｎｗｈａｔｐａｒｔｏfEnglandmybrotherdisappeared．……Ｉａｍｏｆａｇｅ； 

ｍｙownmistress；ｒｉｃｈ，ｆｏｒｌｈａｖｅｍｏｎｅｙｌｅｆｔｍｅｂｙｏｎｅｏｆｍｙ 

ａｕｎｔｓ；Ｉｓｈａｌｌｂｅａｂｌｅｔｏｅｍｐｌｏｙｔｈｏｓｏｗｈｏｗｉｌｌｈｅｌｐｍｅｉｎｍｙ 

ｓｅａｒｃｈ,andlwillmakeittotheirinteresttｏｓｅｒｖｅｍｅｗｅｌＬ,，（ｐ,199） 

LadyAudleyは貧しかったので“themostbeautifulobject”になり，権力

ある男性に経済的に依存しなければならなかったが，自由にできるお金がある

ClaraTalboysにその必要はなかった。AliciaAudleyもまたしかりであ
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る。彼女たちにとって，父権は利用価値こそあるが，それを亡き母親に代わり

陰で支え，絶対視するほどの価値はもはやなかったのである。1860年代後半

以降，中産階級の出生率は低下し始めるが，母性崇拝はおろか父権の確立まで

危ぶまれる状況ではこれも当然の成り行きではないだろうか。

このように考えると，母親の不在は権力志向の女性たちに最も活動しやすい

状況を提供したが，女性の本質を聖母像にイコン化された母性愛に求めた男性

たちは戸惑うばかりであった。彼らの反応で興味深いことは，“anywhere

outofEngland”（p､47）とｍｈｅＢ７ｉｄｇｅｑ/Stgﾉｉｓの有名な一節をもじり，

イギリスを後にするのがGeorgeTalboys-人ではないことである。ｍｅ

Ｗｏｍα〃｡〃ＷﾉiiteのHartwrightは中南米へ，GreaZErpectatio几ｓのＰｉｐ

はエジプトへと，それぞれGeorgeTalboys同様処女性と女性らしさの象徴

とされたTheWomaninWhite,に翻弄され,(27)文明化された楽園であった

はずのイングランドが実は「荒野」と変わらないことを知り，失意のうちに祖
国を去る。

LQdyAudZey'sSbcretはじめこれらの作品では，ヒーローの期待がことご

とく裏切られるように，プロットは読者の期待の裏をかき，謎に富み，錯綜す

る。この主たる原因は，作品の背景となる中産階級の構造的欠陥が内部告発の

形で表面化せざるを得ない程深刻化していたことだろう。ＴＢｏｙｌｅの次のコ
メントはTheSensationNoverの社会的ヴィジョンを的確に把握してい

るが，「裂け目一は誰の目にも明らかだったのだ。

Ｅｖｅｒｙｗｈｅｒｅｉｎｔｈｅｐｅｒｉｏｄｏｎｅｆｉｎｄｓａｋｉｎｄｏｆｄｏｕｂｌｅｖｉｓｉｏｎ：ｏｎｔｈｅ 

ｏｎｅｈａｎｄ，aconfidentasscrtionofaperfectlyseamlesssystemin 

whicheverythｉｎｇｉｓｉｎｉｔｓｐｌａｃｅ；ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒ，anabsolutetorrorat 

theProsPectofdiscoveringrentsinthefabricofthesystem'ｓｍｔｅｒ－ 

ｎａｌｌＯｇｉＣ.(28） 

LQdyAudJGy，sSbcretはこの‘doublevision，を素直に反映した小説であ

り，リアリズム全盛のヴィクトリア朝小説としては珍しく，構造上の一貫性を

欠き，芸術の完成度の点では劣るが，プロットはポスト樹造主義批評が適用で

きる程錯綜する。謎また謎の‘ThcSensationNovel，を読む醍醐味は，幾
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童にも錯綜するプロットを紐解き，その意味づけを多視的に吟味できることで

ある。

Text:MaryBBraddon,LadyALLdJey，ｓＳとcret（Oxford:OxfordUniv・

Press,1987)． 

《注》

（１）ＬａｄｙＡ以dJey，ｓＳｂｃｒＵＺは当初Robi〃Coo〔!/EZZouﾉ誌に1861年６月から月刊
シリーズで連載されるはずだったが，この雑誌が経営難から同年９月に廃刊と

なったため，新に翌年１月から１２月にかけてSbGpe几､,/MbUga毎t"e誌で発表さ
れた。このシリーズが人気を呼び，シリーズ完結を待たず，三巻本として出版さ

れた。これは１年で８版を重ね，出版者はその利潤で別荘を購入できたそうだ。

また，1863年には再度LoJndo几MagaZme誌にシリーズ発表された。

（２）KathleenTillotson，“TheLighterReadingoftheEighteen-Sixties,, 
introductiontoWilkieCollins，ｍｅＷＯｍａｎｊ几ＷｈｊＺｅ（Boston：Mass，
1969）１５． 

（３）JeanneFahnestock，mBigamy：RiseandFallofaConvention''１Vｍｅ‐ 
tee刀th-antLLm'FtctjoJJ36（1981):47-71．

PatrickBrantlinger，‘`WhatisSeJzsQtio〃αZabouttheSensationNovel?'’

１VZ"etee〃t〃antmlyFYcZjo〃３７（1982)：１－２８．

ThomasBoyle，ＢＺａｃ虎Shuj几ｅｍｔｈｅＳｂｕﾉｅ７ｓｑ／Hkzmpsteqd（London：
VikingPress,1989)． 

（４）MargaretOliphant，“SensatiomNovels”BklchuﾉoｏａＤｓ９１（1862):464-84． 
DeanHenryMansel，``SensationNovels,'Ｑｕ〔zrterZyReujeuﾉ１３３（1863)：

481-514. 

Ｗ.Ｆ・Rae，‘OSensationNovelists：MissBraddon”jVO7thBrZtZsﾉiReDde山

４３（1865)：180-204. 

（５）WalterC・Phillips，DZMee几８，Reade，andCoZZms.,Smsatio〃｣VbueZists

（NewYork:ColumbiaUnivPress,1919)． 

Phillipsは`SensationNovelists'をDickensを中心にした文学サークルと

考えているため，BraddonあるいはＭｒｓＷｏｏｄへの言及はほとんどない。し

かし，‘lowculture，として無視されていた`TheSensationNovel，を当時流行
していた推理小説として正当な文学批評の対象とした功績は大きい。

（６）TillotsonでさえＬａｄｙＡ皿dZey，ｓＳｂｃ花上を`TheSensatioTlNovelの原型と

言いながら，フェミニズム批評の知識がなかったせいか，探偵RobertAudley
の暖昧な`性格づけにのみ注目し,これが作品の質を低下させていると述べている。

（７）大衆の圧倒的な支持を得ながら，今日まで批評価値がある作品と見なされた事
がなかったので,｢再評価｣と呼ぶのは抵抗があるが，近年再版されるようになっ

たので「再評価」と呼ぶことにした。

（８）ElaineShowalter,“ＦａｍｉｌｙSecretsaJIdDomesticSubversion：Rebellion 

intheNovelsofthel860s,'meVZctorZanFtmzjb'JSf7uctLLFesa几ｄ砒瘤sses

ed・AWohl（London，1978）１０３．
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（９）必【｡､111．

(10）ＬａｄｙＡＵｄＺｅｙｊｓＳｾC7etの作品論として以下の図書を参照。
ElaineShowalLer，ALiteratu｢ＣＱ／７１hej70Uﾉ、（Princeton：Princeton

ljniv・Press，1977）Chap､6．

WinifredHughes，TｿｔｅＭａ几ｊａｃｊ〃ＺｈｅａＺｋＩ７（Princeton：Princeton
UnivPress，1980）Chap､5． 

NinaAuerbach，Ｗｏｒ７?ｃｌｌａｎｄｔｈｅＤｃｍｏ几（Boston：IIarvardUniv・
Press,1982）64-108． 

ThomasBovleChap､１４． 

LynPykett，TｿｉｅＳｂ几satjo7UVbueZ（Plymouth：NorthcoteHousePub‐
lishors，1994）Chap3． 

(11）juliaKristeva,PouﾉeFsq/HOr｢o打Ａ'ｕＥＳｓｑｙｏ'２Ａh/ectjo",trans・Leon
Roudiez（NewYork:ColumbiaUnivPress,1982）165． 

(12）サンドラ・ギルバート／スーザン・グーパー共著『屋根裏の狂女」山田晴子／
園田美和子共訳（朝日出版社，1986）第２章。

(13）多田智満子『鏡のテオーリア」（大和書房，1977）には，鏡の効用が心理学，
社会学の視点から詳細に述べられている。

(14）MarianneHirsch，７ｿｶeMoZher/DuughterPloZ（Indianapolis：Indiana 
Univ､Press，1989）ＣｈａｐＬ 

(15）Fahnestock58-66． 

(16）ＪＢ、Kinnear，鍵TheMarriageLawsofEnglandandScotland，，Ｃｂ"
ｔｅｍｐｏｒａＤﾉReudelu7（1868)：208-27． 

(17）Fahnestock6L 

(18）BoyleChapll・

淑女の犯罪及び性欲はありえないと考えられていたため，当事者はしばしば内
的混乱（本作品では「狂気」と呼ばれている）に陥らないようにフランス小説を
手本にし，自己を理解可能なようにフィクション化し日記に記した。

(19）MarySHartman，“MurderforRespectabilitv：theCaseofMadeleine 
Smith,，VIctoriα〃StudLesl6（1973)：381-400.Hartmanは興味深い事例を
紹介している。

Ｍ・Ｓｍｉｔｈは立派な淑女だが，女学校を出たばかりで，性的好奇心が強く，労
働者階級の青年を誘惑し，肉体関係までもち，密かに彼と婚約する。ところが，
上流階級の前途有望な青年との結婚話がまとまりかけると，父親に「ふしだら」
と思われることに耐えられず，前者を毒殺した。事件は1857年に起こったのだ
が，これが興味深いのは事件そのものよりむしろその後の事の顛末である。裁判
の傍聴席には有閑階級の女性が押し寄せ，世論は殺害された青年を悪質な
‘fortunehunter,と決めつけ，Ｍ・Ｓｍｉｔｈには極めて同情的だった。このあた
りのからくりをHartmanは次のように税【ﾘ)している。

Theaccusedmurdcress，ｔｂｅｙｓａｗ，ｈａｄａｃｔｅｄｏｕｔｗｈａｔｔｈｅｙ，intheir 
mostsecretthoughts，hadhardlydaredtoimagine．……Ｆｏｒｔｈｅｌａｒｇｅ 
ｎｕｍｂｅｒｓｏｆｗｏｍｅｎｗｈｏｗｅｒｅｓｏａｂｓｏｒｂｅｄｉｎｔｈｅｔｒｉａｌｌｔｈｅｅｘｐｏｒｉｅｎｃｅ 
ｍａｙｗｅｌｌｈａｖｅｂｅｅｎｌｅｓｓｏｎｅｏｆａｔｔｅｎｄｉｎｇａｆｒｅａｋｓｈｏｗｔｈａｎｏｆＩooking 
intoadistortedmirror.（ｐ399） 

つまり，彼女が加害者から被害者に姿を変え報道されたのは，真相を究明すれ
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ば，淑女の規iliii即ち中産階級の価値体系そのものの矛盾が暴き出されるからで

ある。

(20）Showalter,AJitelw(zt”eq/TWheかα〃〃167．

(21）PeterBrooks，Ｒｅａｄｉｎｇ/bｒｔｈｅＰＺｏｔ（Boston：HarvardUniv，Press， 

1984）３１． 

(22）Hirsch56． 

(23）ＪｂＬｄ 

(24）Showalter,ＴｿjeFemuJeMaZady（PeTlguinBooksp1985）71-2． 
(25）エドワード・ショーターｒ女の体の歴史』池上千寿子／太田英樹共訳（勁草書

房，1992)。

(26）丼野瀬久美忠『子供たちの大英帝国』（中公新書，1992)。

(27）DianeE1am，“WhiteNarratology：GenderaTldRe『erencoinWilkie

Collins，ｓＴＹｊｅＷｏｍα〃mWAiZe”ＶI電i"ＱＺＳｾﾞｴUaJib'α極T１９発tuaUiZyf厄

Ⅵcto”α〃LiZemtuFeed、L1oydDEwis（NewYork：StateUniversityof

NewYorkPress,1993）49-63． 

(28）Boylel36． 
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